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NEWS RELEASE 

叡山電鉄株式会社 

2019 年 3月 28日                     

 

叡山電鉄株式会社（本社：京都市左京区、社長：塩山等）では、すでにお知らせしております通り、

２０１９年３月３１日（日）から２０２０年３月までの期間限定で、三陸鉄道株式会社（本社：岩手県

宮古市、社長：中村一郎）のカラーリングを施した車両を運行します。この度、その運行開始初日のダ

イヤが決まりましたのでお知らせいたします。また、車両の前面には、三陸鉄道で実際に車両へ掲出

しているデザインと同じヘッドマークを掲出して運行します。 

なお、「三陸鉄道カラー」車両運行に先立ち、運行開始当日の９時４０分より約５０分間、出町柳

駅２番線において車両の展示を行い、自由にご覧いただけます。 

※駅構内への入場には、当日に有効な乗車券または入場券が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「三陸鉄道カラー」に掲出するヘッドマークのイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

「三陸鉄道カラー」車両のイメージ 

 

 

 

３月３１日（日）より運行する「三陸鉄道カラー」車両 

運行初日のダイヤが決まりました 

・車両には「三陸鉄道リアス線開通ヘッドマーク」を掲出 
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「三陸鉄道カラー」車両 ２０１９年３月３１日（日）のダイヤ 

 

・出町柳駅発→八瀬比叡山口駅ゆき    ・八瀬比叡山口駅発→出町柳駅ゆき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※翌日以降のダイヤは確定しておりません。日によって異なるダイヤで運行します。 

※車両点検やその他の理由により運休や運行時刻を変更することがありますのであらかじめ   

ご了承願います。 

 

 

以 上 

 

 

 

（参考） 

「三陸鉄道株式会社」について 

三陸鉄道は、日本初の第三セクター（公企業と私企業が共同で出資した企業）の鉄道で、岩手県の

リアス線（久慈駅～盛駅間、１６３ｋｍ）を運行しています。 

２０１９年３月２３日（土）、これまでの北リアス線（久慈駅～宮古駅間、７１．０ｋｍ）、南リ

アス線（釜石駅～盛駅間、３６．６ｋｍ）に加え、旧ＪＲ山田線の宮古駅～釜石駅間が三陸鉄道に移

管され、「三陸鉄道リアス線」として運行が一体となりました。総営業距離の１６３ｋｍは、第三セ

クター鉄道としては日本一の営業距離です。 

２０１１年３月１１日に発生した東日本大震災では、運行できない区間が多数発生するなど甚大な

被害を受けましたが、２０１４年４月６日に北リアス線、南リアス線の全線で運行を再開しました。 
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「三陸鉄道カラー」車両運行について 

三陸鉄道と当社は、２００９年の「第５回えいでんまつり」で全国の鉄道をＰＲするコーナー「広が

れ！鉄道ネットワーク」にご協力いただいた縁から交流が始まり、２０１３年より開催しているイベ

ント「悠久の風～南部風鈴によせて～」におけるフォトコンテストなどを通じて連携を深めてまいり

ました。また、昨年の台風２１号で当社が被害を受けた際には、三陸鉄道から社長が激励にお越しくだ

さるなど、温かいエールを頂戴しております。 

今回の「三陸鉄道カラー」車両運行は、昨年いただいたエールへのお礼の意味と、三陸鉄道が震災の

被害を乗り越え、新たな路線として出発するにあたり、少しでもお役に立てばという思いを込めて企

画したものです。 


